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 南極探検ツアー（その１）  

                      会員 馬越 治 

 ピースボート世界一周クルーズで２０１２年１２月１４日に横浜出航後、東南アジア、 

インド洋、アフリカ南部、大西洋を経て翌２０１３年１月２６日に南米リオデジャネ 

イロに到達する。 

ブエノスアイレス、モンテビデオに寄港して、南米大陸の東海岸を南下し２月５日に 

世界最南端の町、アルゼンチンのウシュアイアに入港した。 

ピースボート世界一周クルーズの中のオプショナルツアーとして参加した「南極探検 

ツアー」はこの港から出発する。 

２月５日：ウシュアイアより耐氷船に乗り換えて南極へ出発 

ウシュアイアの１日観光の後、夕刻ピースボート（オーシャンドリーム号）を離脱し、 

耐氷船に乗り換え、９日間の南極ツアーに出発する。 

次にピースボートに合流するのは１０日後のチリのバルパライソだ。 

耐氷船は約3,000トンでオーシャンドリーム（35,000トン）の10分の 1以下と小さく、 

全室二人部屋。参加者総勢７０名が割り当てられた部屋へ入る。 

横浜出航以来のピースボートの旅仲間の見送りを受けてウシュアイア港を 18 時に出港。 

世界一荒れると云われるドレーク海峡を無事に越えられるか自信なく、揺れ始める夜 

半の前から酔止め薬を飲み始める。 

ドレーク海峡はウシュアイアと南極半島先端の間の約 1000Km の海峡である。地形的に 

はアンデス山系と一体をなす由。南極大陸の周囲の広大な海域には時計回りの海流が 

あって、ここドレーク海峡だけが狭く（1000Km もあるが）なっている。その上、地形 

的に浅くなっているので急に海流の速度が速くなる。それに伴う猛烈な西風の発生で 

この海域は年中荒れるという。 

２月６日、７日：ドレーク海峡  

  耐氷船は調査船を観光用に改造したものであるが、設計ミスで微妙に左に傾いており、 

右舷からの強風（西風）を受けてローリングの度に大きく左に傾く。そのあおりで女 

性が脚を 14 針も縫う裂傷を負う程の揺れであったが、これでも好天に恵まれたと云っ 

ていた。リオで離脱した先発グループでは波の高さが９ｍもあり骨折した人もあった 

そうだ。 

ドレーク海峡航行中、船酔いのため食事も取れず、部屋に閉じ篭り切りで、船医の治 

療を受ける人も何人か居た。 

まる２昼夜で南極半島の先端に近い南シェトランド諸島のネルソン海峡を通過。 

南極半島沿海に入った途端、海はウソのように穏やかになる。 

筆者は６時間毎の酔止め薬服用で、どうにか船酔いせずに乗り切った。但し、１月中 

旬にアフリカで引いた風邪をこじらせて、船医にもらった薬も飲み続けたので、すっ 
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かり胃を痛めてしまった。巨体の現地人用の薬で、強すぎたようだ。 

７日の夕刻、遠くに巨大な氷山を見ながらネルソン海峡を通過し、そのまま半島沿い 

に夜通し南下を続ける。船が揺れないので久しぶりに良く眠る。 

２月８日：午前、ハイドロガロックスと午後、ニコハーバーに上陸 

夜明けには１番目の目的地、南極半島中ほどの西岸、ハイドロガロックスと云う島の 

沖合に達する。 

この時期、気温は＋５℃～－５℃と云われており、スキーウエアを準備していた。 

当日、気温は１℃。風による体感温度が分からないので下着を強化しオーバーズボン 

を着て出かける。足元は上陸時に海水に浸かるので、耐氷船でゴム長を借りる。 

ゾディアックと云う上陸用のゴムボートに１０人程度乗ってハイドロガロックスへ上 

陸。すぐ脇には船より大きく、青く輝く氷山が漂う。 

雪の舞う天候であったが風は無く寒くはない。雪山に登る等で結果的に大汗をかいて 

しまった。 

  ハイドロガロックスは、あごひげペンギン、南極オットセイ、ウェッデルアザラシ、 

ウ等が多数生息しており、それを狙う盗賊カモメ、その他大型の鳥類も見られた。   

  オットセイとアザラシの区別が付かなかったが、胸ビレを前足の様にして上体を立て、 

いざとなるとかなり早く走るのがオットセイ。ひと回り大きく(300Kg 以上はある)胸ビ 

レが泳ぎに特化して小さく、雪上をイモ虫の様に体を波打たせて進むのがアザラシだ。 

その他の生物、南極の歴史、国際条約などの事前のレクチャーを受けていたので、興 

味深く観察する。 

  第一印象として、南極は極寒の氷と風の無機的な世界だと思っていた。が、この季節、 

膨大なプランクトンとオキアミが発生し、途方もなく巨大な食物連鎖が成立している 

様を目の当たりにして驚く。多種の鳥類(ペンギンを含む)、オットセイ、アザラシ、 

数種のイルカとクジラ、それらを捕食するアザラシ、シャチ等、実に多様性に富み生 

命が溢れかえっている。 

小さい島では営巣するペンギンの種類は島毎に異なるが、南極では、あごひげ、ジェ 

ンツー、皇帝、マカロニ等の７種類があり、それらが排泄する有機物は歴史的にも実 

に膨大で低い位置の雪は糞のピンク色と、これを養分とする藻類の緑色に染まってい 

る。これ等の有機物が毎年、雪解け時期に海中に入り食物連鎖を起動させる。 

また、オットセイやアザラシ、ペンギン等、南極の動物達の体型は実にユニークであ 

る。 

地上での動きは全くぎこちない一方、水中では俊敏な身のこなしで捕食する。もっと 

も陸上では繁殖期は別として休息以外にする事は無く、全く合理的に水中の活動に適 

した進化を遂げている。 

 

時々、どこかで氷河が崩落する、雷鳴の様な音が轟く。風が無ければ、ここは全くの 
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静寂の世界であり、この音に先ずビックリする。一度は見たい氷河の崩落の瞬間だが、 

この音が聞こえた時は既に手遅れなのだ。この島はサイズから言って氷河は無い。 

 

ニコハーバー：南極半島中どころ西岸の深い入り江だ。風がないと海面は鏡となり、 

氷河と空を写し出す。全くの静寂の中、夢かと思う美しさだ。この時期、棚氷と氷河 

が流れだし、船は多数の氷山や流氷を分けて進む。周囲は青く輝く氷山、その間を飛 

ぶように進むペンギン、遠く近くに背中を見せるクジラやイルカ。 

言葉を失う・・と云うのはこんな様か！ 

入り江の一角に上陸。南極半島とは言え、大陸に上陸した事になる。ここはジェンツ 

ーペンギンだ。この時期ヒナが居るが、死んだヒナをついばむ盗賊カモメもすぐ隣に 

居て、厳しい自然の掟を見せる。 

ペンギン達の営巣地は雪解けと糞でドロドロの状態で、表情も寂しげに見える。しか 

し、周囲の小石を集めて巣を作る行動も見られ、個体により時期のズレはあるものの、 

活発な繁殖と子育ての時期である由。 

数百ｍの雪山を登って大陸から流れ出る氷河を見る。巨大なクレバスが無数にあって、 

時折ピシッ、ピシッと云う音が聞こえる。海に張り出した氷河の先端が今にも崩落し 

そうなのだが！ 

偶然、氷河の中腹で雪崩が発生し(中腹で止まったが)、ビデオに捉えた。また、なぜ 

かピシッ音で、“来るな”との予感からカメラを構えたその時、先端が数十ｍの高さで     

海に崩落し、これもビデオに捉える事ができた。 

轟音と共に発生した津波が砕けた氷を近くの浜に押し上げる。氷河の近くの対岸にあ 

る島に営巣するペンギンの巣が、どれも高い位置にある理由がこれで頷ける。 

   

上陸予定のポートロックロイへ移動する途中のジェルラシ海峡でシャチの数頭の群れ

を目撃する。体長１０ｍ超、背ビレの高さ２ｍにもなる巨体のゆったりとした泳ぎは

王者の貫録だ。 

（次回に続く） 
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